
シラバスの内容  

想定される教育内容の例   
ねらい   含まれるべき事項  

○ 社会集団及び組織   一社会集団の概念、第一次集  

団、第二次集団、ゲゼルシヤフ  

ト、ゲマインシャフト、アソシ  

エーション、組織の概念、官僚  

制  

■その他  

② 生活の理解   ○ 家族   ・家族の概念、家族の変容、家  

族の構造や形態、家族の機能  

■世帯の概念  

・その他  

○ 生活の捉え方   ■ライフステージ  

・生活時間  
・消費  

・生活様式、ライフスタイル  

・生活の質  

■その他  

③人と社会の関係   ○ 社会関係と社会的孤立  

○ 社会的行為  

○ 社会的役割  

○ 社会的ジレンマ  

○ 社会問題の捉え方   ・社会病理、逸脱  

・その他  

罪、非打、公害、社会的排除、  

ハラスメント、DV、児童虐待、  

いじめ、環境破壊  

・その他   
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シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項   

・現代社会における福祉制度の意義や  ①現代社会における福祉制度  ○ 福祉制度の概念と理念  

理念、福祉政策との関係について理解  と福祉政策   
○ 福祉政策の概念と理念  

する。  
○ 福祉制度と福祉政策の関係  

・福祉の原理をめぐる理論と哲学につ  ○ 福祉政策と政治の関係  
いて理解する。  

○ 福祉政策の主体と対象  

・福祉政策におけるニーズと資源につ  ②福祉の原理をめぐる理論と  ○ 福祉の原理をめぐる理論  
いて理解する。   哲学   

○ 福祉の原理をめぐる哲学と  

一 福祉政策の課題について理解する。  
倫理  

③福祉制度の発達過程   ○ 前近代社会と福祉   ・救貧法、慈善事業、博愛事業、   

・福祉政策の構成要素（福祉政策にお  相互扶助   

ける政府、市場、家族、個人の役割を  ・その他   

含む。）について理解する。  ○ 近代社会と福祉   ・第二次世界大戦後の窮乏社  

会と福祉、経済成長と福祉  

・福祉政策と関連政策（教育政策、住宅  1その他  
政策、労働政策を含む。）の関係につい  

て理解する。  
○ 現代社会と福祉   ・新自由主義、ポスト産業社  

会、グローバル化、リスク社会   

・相談援助活動と福祉政策との関係に  
、福祉多元主義  

ついて理解する。  
・その他  

④福祉政策における－－スと  ・需要の定義、ニーズの定義  

資源   ・その他  



シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項  

⑤福祉政策の課題   ○ 福祉政策と社会問題   一貧困、孤独、失業、要援護  

（児童、老齢、障害、寡婦）、偏  

見と差別、社会的排除、ヴァル  

ネラビリテイ、リスク  

■その他  

○ 福祉政策の現代的課題   ・社会的包摂、社会連帯、セー  

フティネット  

・その他  

○福祉政策の課題と国際比較  

（国際動向を含む。）  

⑥福祉政策の構成要素   ○ 福祉政策の論点   ・効率性と公平性、必要と資源、  

普遍主義と選別主義、自立と  

依存、自己選択とパターナリズ  

ム、参加とエンパワーメント、  

ジェンダー、福祉政策の視座  

・その他  

○福祉政策における政府の役  

割  

○福祉政策における市場ゐ役  

割  

○福祉政策における国民の役  

割  

○福祉政策の手法と政策決定  

過程と政策評価  

○ 福祉供給部門   ・政府部門、民間（昌利■非昌  

利）部門、ボランダノー部門、イ  

ンフォーマル部門  

・その他  
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シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項   

・社会調査の意義と目的及び方法の概  ○ 社会調査の意義と目的  

要について理解する。  
○ 社会調査の対象  

○ 統計法の概要  
・統計法の概要社ム調査における倫   

理や個人情報保護について理解する。  ③社会調査における倫理   ○ 社会調査における倫理  

④社会調査における個人情報  

・量的調査の方法及び質的調査の方法  保護  

について理解する。  
⑤量的調査の方法   ○ 全数調査と標本調査   ・母集団、標本、標本抽出  

－その他  

○ 横断調査と縦断調査  

○ 自計式調査と他計式調査  

○ 測定   ・測定の水準、測定の信頼性と  

妥当性  

・その他  

○ 質問紙の作成方法と留意点  ・ダブルバーレル質問、パーソ  

ナルな質問とインパーソナルな  

質問  

・その他  



シラバスの内容  

想定される教育内容の例   
ねらい   含まれるべき事項  

○ 量的調査の集計と分析   ・コーディング  

・単純集計と記述統計、質的  

データの関連性（クロス集計）  

、量的データの関連性（散布  

図、相関と回帰）  

tその他  

⑥ 質的調査の方法   ○ 観察法   ■非参与観察法、参与観察法、  

統制的観察法  

・その他  

○ 面接法   ・自由面接法、構造化面接、半  

構造化面接  

・その他  

○質的調査における記録の方  

法と留意点  

○質的調査のデータの整理と  

分析   デッドセオリーアプローチ  

■その他  
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シラバスの内容  
想定される教育内容の例  

含まれるべき事項   ねらい  

定義、義務  

法制度成立の背景  

法制度見直しの背景  

その他  

○ 社会福祉士及び介護福祉   

士法  

①社会福祉士の役割と意義  ・社会福祉士の役割（総合的かつ包括  

的な援助及び地域福祉の基盤整備と  

開発含む）と意義について理解する。  

・精神保健福祉士の役割と意義につい  

て理解する。  

・相談援助の概念と範囲について理解  

する。  

■ 相談援助の理念について理解する。   

・相談援助における権利擁護の意義と  

範囲について理解する。  

暮 相談援助に係る専門職の概念と範囲  

及び専門職倫理について理解する。   

・総合的かつ包括的な援助と多職種連  

携の意義と内容について理解する。   

○ 社会福祉士の専門性  

定義、義務  

その他  

○ 精神保健福祉士法  ②精神保健福祉士の役割と意   

義  

○ 精神保健福祉士の専門性  

国際ソーシャルワーカー連盟  

（肝SW）の定義  

その他  

○ ソーシャルワークに係る各  

種の国際定義  

③相談援助の概念と範囲  

慈善組織協会  

セツルメント運動  

その他   

○ ソーシャルワークの形成過  

程  

○ 人権尊重  ④相談援助の理念  

○ 社会正義  

○ 利用者本位  

○ 尊厳の保持  

○ 権利擁護  

○ 自立支援  

○ 社会的包摂  

○ ノーマライゼーション  
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シラバスの内容  
想定される教育内容の例  

ねらい   含まれるべき事項  

⑤相談援助における権利擁護  

の意義   の概念と範囲  

⑥相談援助に係る専門職の概  

念と範囲   圃  

○ 福祉行政等における専門職  ・福祉事務所の現業員、査察  

指導員、社会福祉主事、児童  

福祉司、身体障害者福祉司、  

知的障害者福祉司  

■その他  

○民間の施設・組織における  一施設長、生活相談員、社会福  

専門職  祉協議会の職員、地域包括支  

援センターの職員  

ーその他  

○ 諸外国の動向  

⑦専門職倫理と倫理的ジレン  

マ   
○ 倫理綱領   ・社団法人日本社会福祉士会  

倫理綱領、その他職能団体の  

倫理綱領、国際ソーシャル  

ワーカー連盟（IFSW）倫理綱領  

・その他  

○ 倫理的ジレンマ  

○ジェネラリストの視点に基く  

総合的かつ包括的な援助の  

iヨ    ．－、  意義と内容  



シラバスの内容  

想定される教育内容の例   
ねらい   含まれるべき事項   

■ 相談援助における人と環境との交互  （D 人と環境の交互作用   ○ システム理論   － 一般システム理論、サイバネ   

作用に関する理論について理解する。  ティツクス、自己組織性  

・その他  

・相談援助の対象と様々な実践モデル  ○相談援助の対象の概念と範  
について理解する。  

圃  

・相談援助の過程とそれに係る知識と 
③様々な実践モデルとアブ  ○ 治療モデル  

技術について理解する（介護保険法に  
ローチ  ○ 生活モデル  

よる介護予防サービス計画、居宅サー  ○ ストレングスモデル  

ビス計画や施設サービス計画及び障害  

者自立支援法によるサービス利用計画  
○ 心理社会的アプローチ  

についての理解を含む。）  ○ 機能的アプローチ  

○ 問題解決アプローチ  

・相談援助における事例分析の意義や  ○ 課題中心アプローチ  
方法について理解する。  

○ 危機介入アプローチ  

■相談援助の実際（権利擁護活動を含  ○ 行動変容アプローチ  

む。）について理解する。  ○ エンパワメントアプローチ  

○ 受理面接（インテ「ク）   ・インチークの意義、目的、方  

法、留意点、方法  

・その他  



シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項  

q 支援の計画（プランニング）   ■プランニングの意義、目的、  

留意点、方法  

・支援方針・内容の説明■同意  

・介護予防サービス計画  

・居宅サービス計画  

・施設サービス計画  

・サービス利用計画  

・その他  

○ 支援の実施   ■支援の意義、目的、方法、留  

意点  

・その他  

○経過観察（モニタリング）と評  

価   的、留意点、方法  

■その他  

○ 支援の終結と効果測定   ■支援の終結と効果測定の目  

的、留意点、方法  

・その他  

○ アフターケア   ・アフターケアの目的、留意点、  

方法  

・その他  

⑤相談援助における援助関係  0 援助関係の意義と概念  

○ 援助関係の形成方法   －コミュニケーションとラポール、  

自己覚知  

tその他  
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シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項  

⑦ケースマネジメントとケアマ  ○ケースマネジメントとケアマ  

ネジメント  ネジメントの意義、目的、方法、  

留意点  

⑧アウトリーチ   ○アウトリーチの意義、目的、  

方法、留意点  

⑨相談援助における社会資源  

の活用・調整・開発   の意義、目的、方法、留意点  

⑩ネットワーキング（相談援助  

における多職種・多機関との連  における多職種・多機関との連  

携を含む。）   携を含む。）の意義、目的、方  

法、留意点  

○家族や近隣その他の者との  

ネットワーキング、サービス提  

供者間のネットワーキング、そ  

の他  

○ケア会議の意義と留意点  

⑪ 集団を活用した相談援助   ○集団を活用した相談援助の  

意義、目的、方法、留意点  

○グループダイナミックス、自  

助グループ、その他  

⑫スーパービジョン   ○スーパービジョンの意義、  

目的、留意点、方法  

⑬記録   ○記録の意義、目的、方法、留  

意点  

⑭相談援助と個人情報の保護  

の意義と留意点   
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シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項  

⑯ 事例分析   ○事例分析の意義、目的、方  

法、留意点  

活動を含む。）   暴力（D．∨）、ホームレスその他  

の危機状態にある事例及び集  

団に対する相談援助事例（権  

利擁護活動を含む。）  
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シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項   

・地域福祉の基本的考え方（人権尊重、  ① 地域福祉の基本的考え方   ○ 概念と範囲   ・定義   

権利擁護、自立支援、地域生活支援、  ・その他  

地域移行、社会的包摂等を含む。）に  ○ 地域福祉の理念   ・人権尊重、権利擁護、自立支   
ついて理解する。  援、地域生活支援、地域移行、   

社会的包摂  
・地域福祉の主体と対象について理解  ・その他  

する。  
○ 地域福祉の発展過程  

・地域福祉に係る組織、団体及び専門  ○ 地域福祉における住民参加  

職の役割と実際について理解する。  の意義  

○地域福祉におけるアウトリー  
・地域福祉におけるネットワーキング  チの意義  

（多職種・多機関との連携を含む。）の  

意義と方法及びその実際について理  
② 地域福祉の主体と対象   ○ 地域福祉の主体  

解する。  ○ 地域福祉の対象  

○ 社会福祉法   ・地域福祉の推進  

■地域福祉の推進方法（ネットワーキン  ・その他  

グ、社会資源の活用・調整・開発、福祉 ニ 
ーズの把握方法、地域トータルケア  

及び専門職や地域住民   
システムの構築方法、サービスの評価  

と実際   特定非営利活動法人、社会福祉  

協議会、民生委員・児童委員、  
方法を含む。）について理解する。  

共同募金、自治会、ボランティア  

組織、企業、生活協同組合、農  

業協同組合  

・その他  

○専門職や地域住民の役割と  

実際   の地域福祉活動専門員、・介護相  
談員、認知症サポーター、その  

他の者の役割  



シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

含まれるべき事項  

④地域福祉の推進方法   ○ネットワーキング（多職種・  ・ネットワーキング（多職種・  

多機関との連携を含む。）  多機関との連携を含む。）の意  

義と方法及び実際  

・その他  

○地域における社会資源の活  

用・調整一間発   用・調整・開発の意義や目的と  

留意点及びその方法と実際  

・その他  

○地域における福祉ニーズの  

把握方法と実際   法と実際  

・その他  

・量的な福祉ニーズの把握方  

法と実際  

・その他  

○地域トータルケアシステムの  

構築方法と実際   必要な要素  

・地域トータルケアシステムの  

構築方法と実際  

・その他  

・ストラクチャー評価、プロセス  

評価、アウトカム評価  

・そめ他  

・福祉サーヒスの弟こ者評価  

事業、ISO、QC活動、運営適  

正化委員会  

・その他   
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